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研究成果の概要（和文）：3年間に3回（10日～14日）のフィンランド調査を行い、ネウボラを3か所、保育所3カ
所。応用科学大学（ネウボラナース養成校）において聞き取り調査を行った。日本との比較では、フィンランド
国家が子どもを育てるという明確な理念をもっていること、ネウボラが父親の通所も義務付けるジェンダーフリ
ーな理念をもっていること、ネウボラナースが親と対等に話し、多職種連携支援がとられている点が大きく異な
っていた。また、ネウボラでは、子どもの成長のみならず、親のwellbeingを重視し、その対策と支援が行われ
ていた。家族支援職の高い専門性とその標準化を日本にも導入したい。

研究成果の概要（英文）：We conducted Finnish survey three times (10 to 14days) in three years. We 
interviewed at three neuvola, three nursery schools, University of Applied Sciences (neuvola nurses 
training school). Compared with Japan, the Finnish nation has a clear idea of raising children, that
 neuvola has a gender-free philosophy obligating father's place of residence, neuvola　nurse speaks 
equally to parents, and multi-occupation collaboration support is taken. The point which was greatly
 different. In neuvola, not only the growth of children but also parents’ wellbeing was emphasized,
 measures and support were being done. I would like to introduce high expertise and standardization 
of family support professionals to Japan as well.

研究分野： 家族社会学

キーワード： フィンランド　ネウボラ　家族支援　子育て支援　ジェンダー
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
（１）日本の子育て支援の遅れ 
日本では、保育所待機児童の増大、保育士

不足、保育士の低賃金など、子どもを預けて 
子育て世代が働くシステムが依然として整
っていない。子育て支援政策をスタートさせ
たのが 1994 年のエンゼルプランであること
を鑑みると、日本の子育て支援政策は 20 年
以上にわたり、その機能をはたしていないと
いう状況にある。 
（２）フィンランド家族支援への注目 
上記のような我が国の状況に対して、北欧

の国々は出生率を落とさずに、長い育児休暇
や有給休暇などで両親が働くことを奨励し
ながら、子育てがしやすいように制度を整え
てきた。それは北欧が資源に乏しく寒さが厳
しいという悪条件にあったため、人を大切に
し、支えあって生きるという人間観が浸透し
ているという背景がある。北欧の子育て支援、
とりわけフィンランドのネウボラで実施さ
れている家族支援に着目し、日本の子育て支
援・家族支援と比較して課題を見出すことに
意義がある。 
 
２． 研究の目的 
（１）今後の日本の子育て支援・家族支援が
どのように展開していくべきなのか、北欧の
制度や実態を参考に探ることを目的とした。
キーワードは子育てにおけるジェンダー平
等、ネウボラを代表とするシームレスな支援。
そして子どものくらし、すなわち医療や教育
に対する国からの投資。これらがポイントと
なるだろう。 
（２）ネウボラの実態とそこで家族をサポー
トするネウボラナースが家族支援の専門職
として高度化・標準化している経緯と実態と
を調査する。そのためにネウボラナース養成
校を訪問し養成の理念やカリキュラムにつ
いて養成校教員に対してインタビューを行
う。日本の子育て支援職と比べて、資格や学
習内容がどのように違うのかを明らかにす
る。 
 
３． 研究の方法 
（１）フィンランドの社会保障や子育て支援
政策、家族政策、父親政策に関する文献収集。
フィンランド語以外の翻訳がない文献はフ
ィンランド人北大の留学生に翻訳を依頼し
た。 
（２）日本国内で行われたフィンランド人、
ノルウェー人の研究会や講演会を聴講 
（３）フィンランド・センター（フィンラン
ド大使館内）の研究会に参加。 
（4）北海道フィンランド協会、北大フィン
ランドの会を中心にネットワーク形成。3 年
間フィンランド語講座を受講。 
（5）調査地の選定：ロバニエミ、ハメーリ
ンナ、スウェーデンの調査地を知人から紹介
してもらう。インタビューの際にはヘルシン
キ在住の元北大留学生に有償で依頼した。 

（7）ネウボラ、保育所、大学、応用科学大
学におけるインタビュー（於：ロベニエミ市、
ヘツシンキ市、ハメーリンナ市他）。 
（９）インタビュー及び参与観察のまとめ。
学会及びに論文発表。 
 
４．研究成果 
（１）ネウボラにおける家族支援 
1929 年、一人の小児科医師が無料小児幼児

相談所を開始した。その背景は 1920 年代の
飢饉と食糧難から、出産時の乳児死亡率及び
幼児死亡率が高まったことである。 
1944 年にはフィンランド政府がこれをネ

ウボラ制度として設置し、各市町村に設置を
義務付けた。おおむね中学校区に１つネウボ
ラがある。ネウボラナース一人が一部屋を受
け持ち、子どもを妊娠した家族は妊娠手帳を
もらいにくる。そののち、妊婦検診（出産は
病院で行う）乳幼児健診を行い、子どもが 7
歳になるまで、子どもの成長をみると同時に
家族の状態をみて相談にのることを責務と
する。 
ネウボラには母子だけではなく父親が来

る日が義務づけられており、ジェンダー平等
に配慮されている。さらに、移民や難民など
外国人には国の予算から通訳がつく。フィン
ランドのすべての子どもとその家族の権利
として設けられているのである。また、相談
は来所が義務付けられた日以外にも行われ、
必要に応じて電話やインターネットでの相
談、また親子の自宅に訪問しての相談も行わ
れている。 
ネウボラの相談のモットーは「対等な姿勢

での対話」であるといい「ネウボラは親を指
導したり説教するところではない。ともに考
えるところだ」とネウボラナースはいう（ロ
バニエミ市）。 
話をすること、あるいはネウボラナースの

スキルで解決することもあれば、解決しない
こともある。解決しない場合は多職種連携で、
小児科医や精神科医、カウンセラー、児童相
談所などに繋ぐ。このような深刻な問題以外
にも「宿泊を伴う仕事に行かなければならな
いが、子どもの預け先がない」というような
相談に対してはベビーシッターを紹介する
など幅広い役目をこなす。 
親の Wellbeingを保証することも役目の一

つである。パートナーとの関係性はどうか、
DV やアルコール・ドラッグ中毒はないかなど、
親の健康にも気を配っている。特にフィンラ
ンド北部では長く日照時間が少ない冬のた
め、アルコール中毒や鬱、自殺が多いことで
知られている。ネウボラは、子どもを持つこ
とを契機に大人が自らの生活や健康を見直
すことをも目的としている。 
 妊娠発覚から一人の決まったネウボラナ
ースとの付き合いが小学校入学まで続き、そ
の後は学校看護師へとカルテが受け継がれ
る。「万が一ネウボラナースとそりがあわな
いときはどうするのか」と質問すると、「私



の上司に電話をすれば替えてもらうことが
できるわ」と話してくれたが、そのようなケ
ースは少ないようであった。 
 第一回の調査（2015.8）では、ネウボラが
大切にしているのは家族との信頼関係であ
り、専門職が上位に立つような関係性ではな
いことが理解できた。この点が日本の専門職
と大きく異なっている。このような人間性に
基づく専門職の養成はどのように行われて
いるのだろうか。このため、第二回現地調査
（2016.10）では、ネウボラナースを要請す
るハメーリンナの HAMK 応用科学大学と２つ
のネウボラを訪問した。 
 
(2)高等専門学校（Amattikorkea koul） 
  フィンランドの教育は保育所から始まる
16 年間の基礎教育があり、中等教育として高
校（Lukio）に進むコースと職業高校（Amatti 
koul）に進むコースとに分かれる。どちらか
らも高等教育である大学(Yliopisto)と今回
調査をした応用科学大学（Amattikorkea 
koul）に進学することができる。 
大学に進む者の中には大学院に進学する

者もいる。すべてが国立大学であり、日本の
大衆化した大学とは異なる。看護師などの専
門職に就きたい者は、応用科学大学に進学す
る。看護師、保健師、介護士、OT,PT などの
養成校である。ネウボラナースはここで養成
される。看護師の基礎カリキュラム 240 単位
（2 年）の上にさらに専門課程カリキュラム
（1年半）がプラスされる。 
 筆者は「対話力」や「共感的理解」などの
科目があるのではないかと推察していたが、
応用科学大学教員から「そういうものは全て
のカリキュラムの中に含まれている」という
回答をもらった。ネウボラナースのカリキュ
ラムには「子どものいる家族のための看護」
「エンパエワーメントワーク」「多文化社会
における看護」などが日本では見られない科
目があったが、こうした全ての科目の中にク
ライアントとの対等な姿勢や会話の力を身
につけているという。 
 調査の結果、ネウボラナース養成における
人格形成は科目としては設けられていない
ことがわかった。しかし、全ての科目の中に
人権意識や対等性を学ぶことが、複数の養成
校教員の語りにみられた。これは、子育て支
援専門職の養成の在り方として、興味深い結
果であった。この結果を日本における子育て
支援職の養成や、姿勢の養成にどう役立てる
ことができるのかという課題が得られた。こ
の課題に対し、具体的な実践を考えていきた
い。 
（３）結論 
フィンランド国家が顕す「子どもは（親の

子どもではなく）社会の子どもである」とい
う子ども観、そして「ネウボラナースにみる
親との対等な姿勢と対話力」から、フィンラ
ンドの子育て支援、家族支援の理念が明らか
になった。さらに日本版ネウボラへの示唆を

得ることができた。 
また、本報告には詳細をかけていないが、

保育所では保育士の労働に対する配慮がみ
られた。具体的には保育士が腰を痛めないよ
うなスツールの使用、片手で設置できる壁収
納型昼寝用ベッド、子どもの靴紐を結ぶため
の足置き、子どもが午睡中に保育士が休憩す
るためのカフェルームなどである。定年まで
働く保育士たちの健康を考えた配慮である。
しかし一方では、「保育士と小学校教諭は同
じ資格だが小学校教諭の方が給与が高いの
で小学校に移りたい」と保育士たちが話して
いるのが印象的であった。また、保育士は男
性の比率が少なく、男声は園長や特別支援ク
ラスの担当になることが多いということで
あった。 
日本と同様に、幼い年齢の子どもたちのケ

アをするのは女性が多く、給与が低いという
共通のジェンダー不平等の問題がみられた。
詳細は以下の論文を参照されたい 
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